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陸上大会大活躍！ 

６年  
 ぼくは、走り幅跳びに出場しました。最
初は少し緊張しましたが、練習をしていく
とだんだん慣れてきました。伊予地区の標
準記録を突破することができてうれしかっ
たです。最後のリレーも、全力を出し切れ
たのでよかったです。 

10月８日（水）ニンジニアスタジアムで、伊予地区陸
上大会が行われました！もちろん、下灘っ子は大活躍！
９月から始まった厳しい練習を乗り越え、また一段と成
長しました！ 

６年  
わたしは、６０ｍハードルに出場しまし

た。歩数や姿勢など、普段の練習で気を付
けていたことを意識して取り組みました。
本番は、最後まで全力で走り切り、自己ベ
ストを更新できました。さらに、８位に入
賞することもできて嬉しかったです。 

学校だより

読書嫌いを読書好きに！  
                                  図書館主任 

スマホやタブレットが普及する現代、子どもの本離れが加速しています。 

令和７年度全国学力・学習状況調査の質問紙調査の結果によると、平日に学校の授業以外で

読書（教科書や参考書、漫画などを除く）を1日あたり「30分以上」すると答えた小学生は

31.3%、中学生は21.4%でした。平成21年度からそれぞれ6.3ポイント、7.5ポイント低かった

そうです。しかし、読書と各教科の正答率と組み合わせて分析すると、「読書が好き」という設問

に対し、「当てはまる」と答えた子どもの正答率は高かったそうです。やはり、学力と読書は関係が

ありそうです。 

一方、下灘小の子どもたちは、「読書嫌だ～。」と言う子どもが多いように感じます。では、どう

すれば読書嫌いを読書好きにすることができるのでしょうか。 

読書好きにするためには、子どもが本に触れる機会を増やすことです。これは、当たり前のこと

ながら意外と難しいことですが、一番のおすすめは、本屋や図書館に行く習慣を付けることです。

下灘小学校の図書室にはたくさんの本があり、毎年新しい本も入りますが、やはり古い本が多い

です。子どもは、古い本にも興味がありますが、やはり新しい本が好きです。本屋や図書館には、

現代の子どもに合った面白く、最新の本がたくさんあります。ぜひ、「この本読みたい！」と思える、

新しい本に出合わせてあげてください。 

また、県内外には、すてきな図書館があります。おすすめは、高知県梼原にある「雲の上の図書

館（梼原町立図書館）」です。この図書館は、本を読む空間や、展示の仕方がすばらしく、どんな

本も魅力的に見えます。ぜひ一度行ってみてはいかがでしょう。 

読書には様々な効果があります。読書好きの子どもたちを増やしたいですね。 



 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６年  
 ぼくが運動会で楽しかったのは、大玉転
がしです。ぼくが毎年楽しみにしている競
技で、始まる前は少し緊張していました。
でも、本番は思い切り走り抜けることがで
きて嬉しかったです。競技が終わった後、
お父さんに「かけっこよりも速かったよ。」
と言ってもらえました。小学校最後の運動
会で全力を出せてよかったです。 
 

４年  
 わたしの思い出は、障害物競走です。練
習では、じゃんけんに負けていたので、「今
日は絶対勝つぞ！」と気合いを入れました。
本番は、なんと一発で勝ちました。その後
の借り人でのお題は、「中学生と手をつない
で」だったので、お兄ちゃんを選びました。
手をつないでゴールしたせいか、なんか今
年はドキドキの障害物競走になりました。 

１年  
 うんどうかいのリレーで、こけてしまい
ました。でも、まけてもかっても、さいご
まではしりきるのがいいとおもって、がん
ばりました。白はまけたけど、みんなもさ
いごまではしりきっていて、すごかったで
す。しょうがっこうはじめてのうんどうか
いは、とてもたのしかったです。らいねん
のうんどうかいもたのしみです。 
 

５年  
 特に心に残ったことは、二つあります。
一つ目は、綱引きです。最初は負けたけど、
後の 2 本で逆転できて、嬉しかったです。
二つ目は、ダンスです。何度も練習して、
上手に踊れました。先生が言ってくれたよ
うに、それぞれの学年の色が出ていたと思
います。みんなで力を合わせていいダンス
にすることができて嬉しかったです。 

２年  
 ダンスのとき、さいしょに、ばしょをま
ちがえてしまい、「ありゃりゃ」と思いまし
た。でも、おきゃくさんによろこんでもら
いたくて、大きなうごきでおどりました。
スカーフをきれいに大きくうごかすのはた
いへんだけど、ぜん力でがんばりました。
お母さんやお父さんに「うまかったね」と
言ってもらえたので、よかったです。 

３年  
 ぼくが一番頑張った種目は、かけっこで
す。入場したら心臓が飛び出そうになるく
らい緊張しました。途中、友達がこけるア
クシデントがあったけど、うまくよけて、
最後の一人も抜いて１位でゴールしまし
た。どうしても１位になりたかったので、
とても嬉しかったです。来年も１位になれ
るように練習したいです。 
 

笑顔いっぱい、心を燃やした運動会！ 

10 月 11 日（土）に、晴天の下、下灘保育所との合同運動会が行われました。どの子
も笑顔いっぱい！そして、どの子も最後の最後まで心を燃やした運動会でした  



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６年  
 ハンセン病のことや、当時の差別の現実
を知り、こんなことは許せないと腹が立ち
ました。このような差別をなくしていくた
めに、ハンセン病のことを正しく知り、そ
れを周りの人にも正しく伝えていくことが
大切だと思いました。 

４年  
 ぼくは、「いじり」より「いじめ」の方が
ダメだと思っていました。けれど、ずっと
止められない仲の良い友達からの「いじり」
の方が、「いじめ」より恐ろしいことが分か
り、驚きました。みんなが仲良くできるよ
うに自分から行動したいです。 

１年  
 みんなであそんだほうがたのしいことが
わかりました。かなしんでいるともだちを
ゆうきを出してさそったところがいいとお
もいました。わたしも、ともだちとなかよ
くするために、みんなのことをかんがえた
いです。 

５年  
 ハンセン病について、初めて知りました。
最初にビデオを見たときはびっくりしたけ
れど、病気を理由に差別をするのはいけな
いことだと思いました。ハンセン病にかか
った人たちは何も悪くないということを、
正しく伝えたいです。 

２年  
 わたしは、今日のじゅぎょうで、しゅじ
んこうのことを考えて、みんなでなかよく
するほうほうをしりました。自分が言われ
ていやなことを友達に言わない、友達をひ
とりぼっちにしない、やさしい声かけをす
ることなどをがんばりたいです。 

３年  
 「いじり」という言葉を知りませんでし
た。けれど、今回の授業で「いじり」と「い
じめ」は同じことだと分かりました。「いじ
め」はもちろん、「いじり」もしないように
気を付けようと思います。そして、みんな
が安心して過ごせるようにしたいです。 

保護者・地域の皆様、授業参観及

びふれあい研修会に、お越しいただ

き、ありがとうございました。保護

者の方からいただいた感想は、次号

で紹介させていただきます。 

「じんけん」について ふか～く考えました 

11 月７日（金）に、人権・同和教育参観日がありました。この日は、人権について深く
考える日です。１・２年生は、主人公の言動から友達とよりよい関係を築く大切さについて
考える学習を、３・４年生は、「いじり」と「いじめ」の関係について考える学習でした。
そして、５・６年生は、人権問題の一つ「ハンセン病」について考えました！ 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  下灘小学校ホームページアドレス https://shimonada-e.esnet.ed.jp/  

  この他の行事等の様子も随時アップしています。是非ご覧ください。 

下灘公民館まつりに出演しました！ 

 １１月３日（月）に行われた下灘

公民館まつりに出演しました。下灘

太鼓「群青」の演奏と、「手のひら

を太陽に」「ビリーブ」の２曲を合

唱しました。「群青」の演奏では、

荒々しさと力強さを表現し、合唱で

は、「ふたみふれあいコーラス」の

方々と一緒に心地よいハーモニー

を響かせました。 

https://shimonada-e.esnet.ed.jp/

